
 

 

Reborn こころのふるさとフォーラム 2019 発表報告  
 

 青年団は、地域に居住する２０～３０歳代の青年によって組織されています。青年団の全

国組織として「日本青年団協議会 (日青協 )」があり、本部は「日本青年館 (東京都新宿区霞

ヶ丘町 )」に置かれています。日青協が主催する最も大きな事業で、昨年１１月１０日 (土 )・１１

日 (日 )に開催された「第６７回  全国青年大会」では、さいたま蕎麦打ち倶楽部のメンバー８

名が「そば打ち体験指導」を行って大好評を得ました。このそば打ち体験指導は日青協から

の要請によるものであり、「全国社会教育団体推進協議会」での出会いから生まれた連携の

中から始まりました。日青協側から連携関係をさらに進めるため「Reborn こころのふるさとフォ

ーラム 2019(日青協主催、全国知事会など後援 )」の中で、全麺協の活動を紹介してもらえ

ないかとの依頼がありました。この依頼を受けて、下記の通り全麺協活動を紹介して来ました

ので、その概略などについてご報告いたします。         (広報渉外部  谷端淳一郎 ) 
 

１．日  時  ： ３月２日 (土 ) 午前１０時３０分～ ３日 (日 ) 午後２時３０分  

２．会  場  ： 日本青年館  ８階  会議室  (東京都新宿区霞ヶ丘町４－１) 

３．分科会  ： ふるさと再生×地域づくり (全麺協の地域づくり貢献活動を主に紹介 ) 

４．発表概要  

  ①そばについての紹介  

   1)そばの健康効果  2)そばの歴史と文化  

  ②全麺協の紹介  

1)歴史･活動理念  2)そば打ち段位認定  

  ③そばによる｢地域づくり｣貢献活動の紹介  

   1)そば博･そば祭り 2)親子そば打ち体験教  

室  3)そば打ち体験活動  4)海外交流･貢献  

  ④青年団活動への提案  

   1)高校生そば打ち選手権大会の紹介  

   2)「全国青年大会」にそば打ち種目を！ 

  という順で、写真と図表を用いたパワーポイント

で説明しました。参加者からは「そば打ちに段

位があるとは知らなかった」「美味しいそばを食

べたくなった」「そば打ちを覚えたいが、どこで

習うことが出来るか」などの声を多く聞きました。 

５．参加を通して思ったこと 

 ①全麺協は組織外の活動によって評価される 

   発表の中で最も評価されたのは、『そばによる｢地域づくり｣貢献活動の紹介』です。主幹

事業である「素人そば打ち段位認定事業」は最も重要ですが、社会的には段位認定者が

協力し合って組織の外に対して行っている「社会的な活動」によって評価されるのです。 

 ②日青協と連携して「全国高校生そば打ち選手権大会」を活かして行こう  

   日麺連主催の「高校生そば打ち選手権大会」は、全麺協会員が高校生の指導にあた

るなど全面的な支援と協力を行っています。当大会に出場する高校生の多くが卒業後は

地元企業などに就職していますが、そば打ち活動は高校卒業と同時に終わっているのが

ほとんどです。しかし、青年団が「そば打ち活動」を始めることによって、高校卒業後は青

年団員としてそばを打って地域の行事等で腕前を振うことが出来るのです。今後も日青

協と連携しながら、具体的な活動の継続と発展方策について検討を続けて行きます。 

分科会  

全体会  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A8%E5%9B%BD%E9%9D%92%E5%B9%B4%E5%A4%A7%E4%BC%9A


 

 

 



 

 

 
そば打ち体験教室  


